
残りの帯域幅使用比率の分配

残りの帯域幅使用比率の分配機能を使用すると、すべてのサービスプロバイダーが、サブイン

ターフェイスおよびクラスキューに帯域幅余剰比率を設定することができます。この比率は、

他のサブインターフェイスまたはキューに関して、サブインターフェイスまたはキューに対する

相対的重みを指定します。輻輳時に、ルータはこの帯域幅余剰比率を使用して、非プライオリ

ティトラフィッククラスに割り当てる超過帯域幅（プライオリティトラフィックで未使用）の

量を指定します。ルータは物理インターフェイスに設定された他のサブインターフェイスレベ

ルのキューとクラスキューに対して超過している帯域幅を割り当てます。帯域幅余剰比率の管

理では、トラフィックプライオリティはスピードだけを基準とするわけではありません。代わ

りに、サービスプロバイダーは、サービス製品や登録料などの代替要因を基準にすることがで

きます。
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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、バグ検索ツールとプラットフォー

ムおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記載

されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場合

は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
ASR 1000）
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

残りの帯域幅使用比率の分配の前提条件
残りの帯域幅使用比率の分配機能をイネーブルにする前に、class-mapコマンドを使用して、必要
な数のトラフィッククラスを作成します。

残りの帯域幅使用比率の分配に関する制約事項
•帯域幅余剰比率は、発信インターフェイスでのみ使用できます。

• bandwidth remaining ratioコマンドは、同じポリシーマップの異なるトラフィッククラスにあ
る別のbandwidthコマンドとは共存できません。たとえば、次の設定は無効で、エラー・メッ
セージが表示される原因となります。

policy-map Prec1
class precedence_0
bandwidth remaining ratio 10
class precedence_2
bandwidth 1000

• bandwidth remaining ratioコマンドは、同じクラスにある別の bandwidthコマンドとは共存で
きません。たとえば、次の設定は無効で、エラー・メッセージが表示される原因となりま

す。

policy-map Prec1
class precedence_0
bandwidth 1000
bandwidth remaining ratio 10

• bandwidth remaining ratioコマンドは、同じクラスにある別の priorityコマンドとは共存できま
せん。たとえば、次の設定は無効で、エラー・メッセージが表示される原因となります。

policy-map Prec1
class precedence_1
priority percent 10
bandwidth remaining ratio 10
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残りの帯域幅使用比率の分配の概要

残りの帯域幅使用比率の分配機能の利点

残りの帯域幅使用比率の分配機能を使用すると、サービスプロバイダーが輻輳時の加入者トラ

フィックに優先順位を付けることができます。帯域幅余剰比率は、ルータが非プライオリティト

ラフィッククラスに超過帯域幅（プライオリティトラフィックで未使用）を割り当てる方法を反

映するために使用されます。ルータは、帯域幅レートだけを使用する代わりに、超過帯域幅の割

り当てを決定する際、最小帯域幅レート、最大帯域幅レート、帯域幅余剰比率を設定することを

考慮します。帯域幅余剰比率は、トラフィックの優先順位付けの柔軟性が向上させ、速度以外の

要因に帯域幅余剰比率を基準とすることにより、超過帯域幅割り当てに反映させることができま

す。

帯域幅余剰比率を使用すると、サービスプロバイダーが輻輳時にサブインターフェイスとキュー

に優先順位を割り当てる際の柔軟性が向上します。速度に加えて、サービス製品や登録料などの

代替要因に帯域幅余剰比率を基準とすることができます。このようにすると、ビジネスサービス

を伝送するサブインターフェイスに対する重みを増し、個人サービスを伝送するサブインターフェ

イスに対する重みを抑えることができます。

帯域幅余剰比率機能

帯域幅余剰比率は、bandwidth remaining ratioコマンドで指定される 1～1000の値で、キューま
たはサブインターフェイスレベルのキューに割り当てる未使用（超過）帯域幅の量の指定に使用

します。ルータは物理インターフェイスに設定された他のクラスレベルキューとサブインター

フェイスレベルキューに対して超過している帯域幅を割り当てます。帯域幅余剰比率の値はパー

センテージを示すものではありません。名前が示すとおり、比率が使用されます。たとえば、帯

域幅余剰比率が 100であるサブインターフェイスは、帯域幅余剰比率が 10であるサブインター
フェイスと比較して、輻輳中に受信する未使用（超過）帯域幅は 10倍になります。

帯域幅余剰比率がなければ、ルータのキューイングメカニズムまたはスケジューラはクラスまた

はサブインターフェイス間に均等に未使用（超過）帯域幅を割り当てます。

帯域幅余剰比率があると、未使用（超過）帯域幅の割り当ては、帯域幅レート（サービス製品ま

たは登録料など）以外の要素に基づいて行うことができます。

帯域幅余剰比率は、bandwidth remaining ratioコマンドを使用して、各サブインターフェイスまた
はクラスに別々に設定できます。帯域幅余剰比率は 1～1000の範囲で指定できます。加入者が 3
人で、帯域幅余剰比率が 9、7、1に設定されている場合にプライオリティトラフィックが実行さ
れた後の超過帯域幅が 1700 kbpsの場合、加入者は、900 kbps、700 kbps、100 kbpsをそれぞれ受
け取ります。
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残りの帯域幅使用比率の分配の設定方法
サブインターフェイスまたはクラスキュー、あるいはこの両方に帯域幅余剰比率を適用すること

ができます。

帯域幅余剰比率のサブインターフェイスに対する設定と適用

発信サブインターフェイスのみに帯域幅余剰比率を適用することができます。

>

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. policy-map child-policy-name
4. class class-map-name
5. bandwidth bandwidth-kbps
6. ステップ「帯域幅余剰比率のサブインターフェイスに対する設定と適用」と「帯域幅余剰比率
のサブインターフェイスに対する設定と適用」を繰り返して、必要に応じて追加のトラフィッ

ククラスを設定します。

7. exit
8. exit
9. policy-map parent-policy-name
10. class class-default
11. bandwidth remaining ratio ratio
12. shape {average | peak} cir [bc] [be]
13. service-policy child-policy-name
14. exit
15. exit
16. interface type slot / module / port . subinterface [point-to-point | multipoint]
17. service-policy output parent-policy-name
18. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

子ポリシーマップを作成または変更して、ポリシーマップコン

フィギュレーションモードを開始します。

policy-map child-policy-name

例：

Router(config)# policy-map Child

ステップ 3   

•子ポリシーマップの名前を入力します。

クラスマップを設定し、ポリシーマップクラスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

class class-map-name

例：

Router(config-pmap)# class
precedence_0

ステップ 4   

このトラフィッククラスに割り当てられるように kbps単位で帯
域幅を指定します。

bandwidth bandwidth-kbps

例：

Router(config-pmap-c)# bandwidth
10000

ステップ 5   

•キロビット/秒（kbps）単位で帯域幅の量を入力します。

ステップ「帯域幅余剰比率のサブイ

ンターフェイスに対する設定と適

ステップ 6   

用」と「帯域幅余剰比率のサブイン

ターフェイスに対する設定と適用」

を繰り返して、必要に応じて追加の

トラフィッククラスを設定します。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

exit

例：

Router(config-pmap-c)# exit

ステップ 7   

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：

Router(config-pmap)# exit

ステップ 8   

親ポリシーマップを作成または変更して、ポリシーマップコン

フィギュレーションモードを開始します。

policy-map parent-policy-name

例：

Router(config)# policy-map Parent

ステップ 9   

•親ポリシーマップの名前を入力します。

class-defaultクラスを設定し、ポリシーマップクラスコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

class class-default

例：

Router(config-pmap)# class
class-default

ステップ 10   

ルータは、サブインターフェイスの集約機能として

class-defaultクラスで設定された任意の機能を解釈しま
す。

（注）

サブインターフェイスの帯域幅余剰比率を指定します。bandwidth remaining ratio ratio

例：

Router(config-pmap-c)# bandwidth
remaining ratio 10

ステップ 11   

•比率を入力します。

ratioは、輻輳時にサブインストールの各キューに割り当てるため
の未使用帯域幅の量を決定する際に使用する値です。他のサブイ

ンターフェイスに対して超過している帯域幅がスケジューラによ

り割り当てられます。有効値は 1～ 1000です。デフォルト値
は、1です

（任意）averageまたは peakレートを指定するレートにシェーピ
ングします。

shape {average | peak} cir [bc] [be]

例：

Router(config-pmap-c)# shape
average 100000000

ステップ 12   

• CIRおよびオプションの引数とともに averageまたは peak
キーワードを入力します。次の点に注意してください。

• average：平均レートシェーピングを指定します。

• peak：ピークレートシェーピングを指定します。

• cir：認定情報レート（CIR）を bpsで指定します。

•（任意）bc：認定バーストサイズをビットで指定しま
す。

•（任意）bc：超過バーストサイズをビットで指定しま
す。

   QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S
（Cisco ASR 1000）

6

残りの帯域幅使用比率の分配

帯域幅余剰比率のサブインターフェイスに対する設定と適用



目的コマンドまたはアクション

指定する子のポリシーマップをトラフィッククラスに適用しま

す。

service-policy child-policy-name

例：

Router(config-pmap-c)#
service-policy Child

ステップ 13   

•前に設定された子ポリシーマップの名前を入力します。

ルータは、子ポリシーマップで指定された QoSアクション（機
能）をトラフィッククラスに適用します。

service-policyコマンドは、通常、inputまたは output
キーワードを使用してトラフィックの方向を指定する

必要があります。ただし、子ポリシーを親ポリシーに

適用する場合、トラフィックの方向を指定しないでく

ださい。

（注）

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

exit

例：

Router(config-pmap-c)# exit

ステップ 14   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：

Router(config-pmap)# exit

ステップ 15   

指定するインターフェイスを作成または変更し、サブインター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type slot / module / port
. subinterface [point-to-point |
multipoint]

ステップ 16   

•インターフェイスのタイプを入力します。次の点に注意し
てください。例：

Router(config)# interface
GigabitEthernet 1/0/0.1

• type：インターフェイスのタイプ（ギガビットイーサ
ネットなど）を指定します。

• slot/module/port.subinterface：サブインターフェイスを識
別するサブインターフェイスの番号（1/0/0.1など）を
指定します。

•（任意）point-to-point：サブインターフェイスがポイン
トツーポイントサブインターフェイスであることを示

します。

•（任意）multipoint：サブインターフェイスがポイント
ツーマルチポイントサブインターフェイスであること

を示します。

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
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目的コマンドまたはアクション

サブインターフェイスに親ポリシーマップを適用します。service-policy output
parent-policy-name

ステップ 17   

•親ポリシーマップのoutputキーワードと名前を入力します。

例：

Router(config-subif)#
service-policy output Parent

ルータは、親の class-defaultクラスで指定されたシェー
ピングレートにサブインターフェイストラフィックを

シェーピングし、子ポリシーマップで指定された QoS
アクション（機能）を適用します。

（注）

輻輳時は、ルータは親ポリシーマップで指定された帯

域幅余剰比率を使用して、他のサブインターフェイス

を基準としてこのサブインターフェイス上で未使用の

帯域幅を割り当てます。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config-subif)# end

ステップ 18   
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帯域幅余剰比率のクラスキューに対する設定と適用

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. policy-map child-policy-name
4. class class-map-name
5. shape {average | peak} cir [bc] [be]
6. bandwidth remaining ratio ratio
7. ユーザが定義する各クラスキューにステップ「帯域幅余剰比率のクラスキューに対する設定
と適用」、「帯域幅余剰比率のクラスキューに対する設定と適用」、「帯域幅余剰比率のクラ

スキューに対する設定と適用」を繰り返し、必要に応じて帯域幅余剰比率を指定します。

8. exit
9. exit
10. policy-map parent-policy-name
11. class class-default
12. shape {average | peak} cir [bc] [be]
13. bandwidth remaining ratio ratio
14. service-policy child-policy-name
15. exit
16. exit
17. interface type slot / module / port . subinterface [point-to-point | multipoint]
18. service-policy output parent-policy-name
19. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
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目的コマンドまたはアクション

子ポリシーマップを作成または変更して、ポリシーマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

policy-map child-policy-name

例：

Router(config)# policy-map Child

ステップ 3   

•子ポリシーマップの名前を入力します。

クラスマップを設定し、ポリシーマップクラスコンフィギュレー

ションモードを開始します。

class class-map-name

例：

Router(config-pmap)# class
precedence_0

ステップ 4   

（任意）averageまたは peakレートを指定するレートにシェーピン
グします。

shape {average | peak} cir [bc] [be]

例：

Router(config-pmap-c)# shape
average 100000000

ステップ 5   

• CIRおよびオプションの引数とともにaverageまたはpeakキー
ワードを入力します。次の点に注意してください。

• average：平均レートシェーピングを指定します。

• peak：ピークレートシェーピングを指定します。

• cir：認定情報レート（CIR）を bpsで指定します。

•（任意）bc：認定バーストサイズをビットで指定します。

•（任意）bc：超過バーストサイズをビットで指定します。

トラフィッククラスの帯域幅余剰比率を指定します。bandwidth remaining ratio ratio

例：

Router(config-pmap-c)# bandwidth
remaining ratio 10

ステップ 6   

•帯域幅余剰比率を入力します。 ratioは、輻輳時にサブインス
トールの各キューに割り当てるための未使用帯域幅の量を決定

する際に使用する値です。他のサブインターフェイスに対し

て超過している帯域幅がキューイングメカニズムまたはスケ

ジューラにより割り当てられます。有効値は 1～ 1000です。
デフォルト値は、1です

階層型ポリシーマップ構造では、bandwidth remaining
ratioratioコマンドは、少なくとも 1個のクラスに使用す
る必要があります。これを他のクラスで使用することは

任意です。このコマンドが他のクラスに明示的にイネー

ブルにされていない場合、キューイングメカニズムはデ

フォルトとして 1を使用します。

（注）

ユーザが定義する各クラスキュー

にステップ「帯域幅余剰比率のク

ステップ 7   

ラスキューに対する設定と適
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目的コマンドまたはアクション

用」、「帯域幅余剰比率のクラス

キューに対する設定と適用」、

「帯域幅余剰比率のクラスキュー

に対する設定と適用」を繰り返

し、必要に応じて帯域幅余剰比率

を指定します。

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

例：

Router(config-pmap-c)# exit

ステップ 8   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：

Router(config-pmap)# exit

ステップ 9   

親ポリシーマップを作成または変更して、ポリシーマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

policy-map parent-policy-name

例：

Router(config)# policy-map
Parent

ステップ 10   

•親ポリシーマップの名前を入力します。

class-defaultクラスを設定し、ポリシーマップクラスコンフィギュ
レーションモードを開始します。

class class-default

例：

Router(config-pmap)# class
class-default

ステップ 11   

ルータは、サブインターフェイスの集約機能として

class-defaultクラスで設定された任意の機能を解釈します。
（注）

（任意）averageまたは peakレートを指定するレートにシェーピン
グします。

shape {average | peak} cir [bc] [be]

例：

Router(config-pmap-c)# shape
average 100000000

ステップ 12   

• CIRおよびオプションの引数とともにaverageまたはpeakキー
ワードを入力します。次の点に注意してください。

• average：平均レートシェーピングを指定します。

• peak：ピークレートシェーピングを指定します。

• cir：認定情報レート（CIR）を bpsで指定します。

•（任意）bc：認定バーストサイズをビットで指定します。

•（任意）bc：超過バーストサイズをビットで指定します。

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
ASR 1000）
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目的コマンドまたはアクション

（階層型ポリシーマップ構造内の class-defaultまたは他のクラスで
任意）サブインターフェイスの帯域幅残存率を指定します。

bandwidth remaining ratio ratio

例：

Router(config-pmap-c)# bandwidth
remaining ratio 10

ステップ 13   

•帯域幅余剰比率を入力します。 ratioは、輻輳時にサブインス
トールの各キューに割り当てるための未使用帯域幅の量を決定

する際に使用する値です。他のサブインターフェイスに対し

て超過している帯域幅がキューイングメカニズムまたはスケ

ジューラにより割り当てられます。有効値は 1～ 1000です。
デフォルト値は、1です

階層型ポリシーマップ構造では、bandwidth remaining
ratioratioコマンドは、少なくとも 1個のクラスに使用す
る必要があります。これを他のクラスで使用することは

任意です。このコマンドが他のクラスに明示的にイネー

ブルにされていない場合、キューイングメカニズムはデ

フォルトとして 1を使用します。

（注）

指定する子のポリシーマップをトラフィッククラスに適用します。service-policy child-policy-name

例：

Router(config-pmap-c)#
service-policy Child

ステップ 14   

•子ポリシーマップの名前を入力します。ルータは、子ポリシー
マップで指定された QoSアクション（機能）をトラフィック
クラスに適用します。

service-policyコマンドは、通常、inputまたは outputキー
ワードを使用してトラフィックの方向を指定する必要が

あります。ただし、子ポリシーを親ポリシーマップに適

用する場合、トラフィックの方向を指定しないでくださ

い。

（注）

ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

例：

Router(config-pmap-c)# exit

ステップ 15   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：

Router(config-pmap)# exit

ステップ 16   

指定するインターフェイスを作成または変更し、サブインターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type slot / module /
port . subinterface [point-to-point
| multipoint]

ステップ 17   

•インターフェイスのタイプを入力します。次の点に注意して
ください。

   QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S
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目的コマンドまたはアクション

• type：インターフェイスのタイプ（ギガビットイーサネッ
トなど）を指定します。例：

Router(config)# interface
GigabitEthernet 1/0/0.1

• slot/module/port.subinterface：サブインターフェイスを識別
するサブインターフェイスの番号（1/0/0.1など）を指定
します。

•（任意）point-to-point：サブインターフェイスがポイント
ツーポイントサブインターフェイスであることを示しま

す。

•（任意）multipoint：サブインターフェイスがポイントツー
マルチポイントサブインターフェイスであることを示し

ます。

サブインターフェイスに親ポリシーマップを付加します。service-policy output
parent-policy-name

ステップ 18   

•親ポリシーマップの outputキーワードと名前を入力します。

例：

Router(config-subif)#
service-policy output Parent

輻輳が発生すると、このクラスキューは指定クラスレベ

ル帯域幅余剰比率に応じて帯域幅を受け取ります。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config-subif)# end

ステップ 19   

残りの帯域幅使用比率の分配の設定例

イーサネットサブインターフェイスでの帯域幅余剰比率の設定例

次に、階層型ポリシーを使用してイーサネットサブインターフェイスに帯域幅余剰比率を設定す

る例を示します。この例では、ギガビットイーサネットサブインターフェイス1/0/0.1は100Mbps
にシェーピングされます。輻輳時、ルータは 10の帯域幅余剰比率を使用して、インターフェイ
ス上の他のサブインターフェイスレベルとクラスレベルのキューに対して、サブインターフェイ

ス 1/0/0.1上の非プライオリティトラフィックに割り当てる超過帯域幅（プライオリティトラ
フィックで未使用）の量を指定します。

policy-map Child
class precedence_0

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
ASR 1000）
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bandwidth 10000
class precedence_1
shape average 100000
bandwidth 100

policy-map Parent
class class-default
bandwidth remaining ratio 10
shape average 100000000
service-policy Child

interface GigabitEthernet1/0/0.1
encapsulation dot1Q 100
ip address 10.1.0.1 255.255.255.0
service-policy output Parent

クラスキューでの帯域幅余剰比率の確認例

次の設定例では、vlan10_policyはギガビットイーサネットサブインターフェイス 1/0/0.10に適用
され、vlan20_policyはギガビットイーサネットサブインターフェイス 1/0/0.20に適用されます。
サブインターフェイスギガビットイーサネット 1/0/0.20の帯域幅余剰比率はサブインターフェイ
スギガビットイーサネット 1/0/0.10の帯域幅余剰比率の 10倍であるため（サブインターフェイ
ス 1/0/0.20では 100、サブインターフェイス 1/0/0.10では 10）、インターフェイス輻輳時に、サブ
インターフェイスギガビットイーサネット 1/0/0.20にはサブインターフェイスギガビットイー
サネット 1/0/0.10の 10倍の帯域幅が使用できます。

輻輳がサブインターフェイスレベル内で発生すると、このクラスキューはクラスレベル帯域幅

余剰比率に応じて帯域幅を使用します。例では、クラス precedence_0、precedence_1および
precedence_2の帯域幅は、それぞれクラス 20、40、および 60の余剰比率に基づいて割り当てられ
ます。

Router# show policy-map

Policy Map child-policy
Class precedence_0
Average Rate Traffic Shaping
cir 500000 (bps)
bandwidth remaining ratio 20 <---- Class-level ratio

Class precedence_1
Average Rate Traffic Shaping
cir 500000 (bps)
bandwidth remaining ratio 40 <---- Class-level ratio

Class precedence_2
Average Rate Traffic Shaping
cir 500000 (bps)
bandwidth remaining ratio 60 <---- Class-level ratio

Policy Map vlan10_policy
Class class-default
Average Rate Traffic Shaping
cir 1000000 (bps)
bandwidth remaining ratio 10 <---- Subinterface-level ratio
service-policy child-policy

Policy Map vlan20_policy
Class class-default
Average Rate Traffic Shaping
cir 1000000 (bps)
bandwidth remaining ratio 100 <---- Subinterface-level ratio
service-policy child-policy

interface GigabitEthernet1/0/0.10
encapsulation dot1Q 10
snmp trap link-status
service-policy output vlan10_policy
interface GigabitEthernet1/0/0.20
encapsulation dot1Q 20

   QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S
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snmp trap link-status
service-policy output vlan20_policy

帯域幅余剰比率の確認例

次の show policy-map interfaceコマンドの出力例では、ギガビットイーサネットサブインターフェ
イス 1/0/0.10に付加されている vlan10_policyというポリシーマップと子ポリシーのクラスレベル
キューに帯域幅余剰比率が設定されています。

Router# show policy-map interface GigabitEthernet 1/0/0.10
GigabitEthernet1/0/0.10
Service-policy output: vlan10_policy
Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any
Queueing
queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 1000000, bc 4000, be 4000
target shape rate 1000000
bandwidth remaining ratio 10
Service-policy : child-policy
Class-map: precedence_0 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 0
Queueing
queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 500000, bc 2000, be 2000
target shape rate 500000
bandwidth remaining ratio 20

Class-map: precedence_1 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 1
Queueing
queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 500000, bc 2000, be 2000
target shape rate 500000
bandwidth remaining ratio 40

Class-map: precedence_2 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 2
Queueing
queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 500000, bc 2000, be 2000
target shape rate 500000
bandwidth remaining ratio 60

Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any

queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
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次の show policy-map interfaceコマンドの出力例では、ギガビットイーサネットサブインターフェ
イス 1/0/0.20に付加されている vlan20_policyというポリシーマップと子ポリシーのクラスレベル
キューに帯域幅余剰比率が設定されています。

Router# show policy-map interface GigabitEthernet 1/0/0.20
GigabitEthernet1/0/0.20
Service-policy output: vlan20_policy
Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any
Queueing
queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 1000000, bc 4000, be 4000
target shape rate 1000000
bandwidth remaining ratio 100
Service-policy : child-policy
Class-map: precedence_0 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 0
Queueing
queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 500000, bc 2000, be 2000
target shape rate 500000
bandwidth remaining ratio 20

Class-map: precedence_1 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 1
Queueing
queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 500000, bc 2000, be 2000
target shape rate 500000
bandwidth remaining ratio 40

Class-map: precedence_2 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 2
Queueing
queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0
shape (average) cir 500000, bc 2000, be 2000
target shape rate 500000
bandwidth remaining ratio 60

Class-map: class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any

queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts output/bytes output) 0/0

showpolicy-mapコマンドの次の出力例では、vlan10_policyというポリシーマップの親 class-default
クラスで帯域幅余剰比率が 10に設定されています。

Router# show policy-map vlan10_policy
Policy Map vlan10_policy
Class class-default
Average Rate Traffic Shaping
cir 1000000 (bps)

   QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S
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bandwidth remaining ratio 10
service-policy child-policy

showpolicy-mapコマンドの次の出力例では、vlan20_policyというポリシーマップの親 class-default
クラスで帯域幅余剰比率が 100に設定されています。

Router# show policy-map vlan20_policy
Policy Map vlan20_policy
Class class-default
Average Rate Traffic Shaping
cir 1000000 (bps)
bandwidth remaining ratio 100
service-policy child-policy

show policy-mapコマンドの次の出力例では、クラスキュー precedence_0、precedence_1および
precedence_2で、帯域幅余剰比率がそれぞれ 20、40、60に設定されています。

Router# show policy-map child-policy
Policy Map child-policy
Class precedence_0
Average Rate Traffic Shaping
cir 500000 (bps)
bandwidth remaining ratio 20

Class precedence_1
Average Rate Traffic Shaping
cir 500000 (bps)
bandwidth remaining ratio 40

Class precedence_2
Average Rate Traffic Shaping
cir 500000 (bps)
bandwidth remaining ratio 60

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

上のガイドライン、および例

「輻輳回避の概要」モジュール輻輳回避

「MQCを使用した QoS機能の適用」モジュー
ル

クラスマップ、ポリシーマップ、階層型ポリ

シーマップ、モジュラQuality of Service（QoS）
コマンドラインインターフェイス（CLI）
（MQC）

「ポリシングとシェーピングの概要」モジュー

ル

トラフィックシェーピング、トラフィックポ

リシング
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標準

タイトル標準

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

タイトルRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。
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残りの帯域幅使用比率の分配の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 1：残りの帯域幅使用比率の分配の機能情報

機能情報リリース機能名

残りの帯域幅使用比率の分配機

能を使用すると、すべてのサー

ビスプロバイダーが、サブイ

ンターフェイスおよびクラス

キューに帯域幅余剰比率を設定

することができます。この比

率は、他のサブインターフェイ

スまたはキューに関して、サブ

インターフェイスまたはキュー

に対する相対的重みを指定しま

す。輻輳時に、ルータはこの

帯域幅余剰比率を使用して、非

プライオリティトラフィック

クラスに割り当てる超過帯域幅

（プライオリティトラフィッ

クで未使用）の量を指定しま

す。

この機能は、Cisco IOS XE
Release 2.1で、Cisco ASR 1000
シリーズルータに導入されま

した。

この機能により、bandwidth
remaining ratio、 show
policy-map、 show policy-map
interfaceコマンドが導入または
変更されました。

Cisco IOS XE Release 2.1MQC：残りの帯域幅使用比率
の分配

QoS：ポリシングおよびシェーピングコンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco
ASR 1000）
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